
市町村名 伊江村

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 　観光客誘客環境整備事業 沖縄２１世紀ビジョン 第３章-３-（２）-ウ

基本計画該当箇所 観光客の受入体制の整備

令和 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ－1－（1）
26 3 該当箇所

担当部課名 伊江村役場 商工観光課
事業実施
年度

平成 ～

事業内容
　伊江港周辺や青少年旅行村、リリーフィールド公園、ミースィ公園、乗馬体験交流施設など、村内観光施設の機能拡充を図るた
めの施設整備を行い、観光客の受け入れ態勢を強化する。

実施方法 ■ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

事業期間中
の予算額
・執行額
【単位:千円】

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 合計

Ｂ．執行済額 145,070 122,105 201,937 96,071 565,183

Ａ．予算現額 145,070 122,105 201,937 96,071 565,183

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

うち
交付金充当額

114,786 97,683 159,859 76,857 449,185

執行状況の説明
　当初の予算額より1,621千円の増額が発生しているが、主な要因として、ミースィ公園整備工事にて時計台の
追加工事を行った事が主な要因である。

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

実　績 実施設計完了

リリーフィールド公園整備事業（実施設計）

目　標 （実施設計）

実　績
実施設計
整備完了

整備完了

ミースィ公園整備（工事）

目　標
（実施設計
及び整備）

（整備工事）

実　績 実施設計完了 整備完了

乗馬体験交流施設整備（工事）

目　標 （実施設計） （整備工事）

実　績 備品購入

伊江港周辺施設プランター整備（備品購入）

目　標 （備品購入）



( )

( ) ( )

( ) ( )

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度

リリーフィールド公園整備実施設計完了

実　績 実施設計完了

目　標 実施設計
完了

実　績
実施設計完了
及び整備完了

整備工事完了

ミースィ公園整備工事完了

目　標 実施設計
及び整備

整備工事
完了

実　績 実施設計完了 整備工事完了

乗馬体験交流施設整備工事完了

目　標 実施設計
整備工事
完了

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

■ 中期にわたる事業効果 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

実　績 127,754人 39,464人

R4年度
□ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

観光客数の維持、増加に努める。
Ｈ30　141,000人

目　標 141,000人

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【H30年度の改善措置等の検討より】
観光地整備を進め、利便性の向上を行い、環境美化や維持管理に努める。

【R2年度の改善措置等の検討より】
新型コロナウイルスの影響を鑑み、安心安全な離島観光、または観光客受け入れや、修学旅行の受け入れについて感染症対策を講じる。

【R3年度以降】
・リリーフィールド公園の整備は、地域住民など関係者の意見を踏まえて決定した優先順位に基づいて、速やかに整備着手する。
・ミースィ公園については、地域住民など関係者の意見を踏まえて観光メニューを作成し、観光誘客に取り組む。
・乗馬体験交流施設においては、乗馬プラン等の観光メニューを開発し、観光誘客に取り組む。
・植栽計画を策定し、計画に基づいた景観緑化に取り組む。

【H30年度】
観光地の整備を行った事で観光客の利便性の向上が図れた。
伊江島ゆり祭りついてはリピーター来場が多く見られ、来島者の関心度が高
いという事が伺えた。

【H30年度】
来島者の車両について、本部港の駐車場が満車となる為、臨時駐車場の
確保を勧めなければならない。

【R2年度】
新型コロナウイルスの影響により、観光客が大幅に減少しており、多くの観
光施設利用が激減している。

【R2年度】
来島者を受入れする為、新型コロナウイルス感染症の対策として、手洗
い、うがい、消毒等の徹底を行う。

状
況
説
明

【　H30年度】
伊江島ゆり祭り等の大型イベントでの駐車場整備や村内の観光地整備を行い、利用者の利便性向上に寄与する事が出来た。

【　R1年度】
新型コロナウイルスの影響が危惧される中で、一部修学旅行等のキャンセルが増えてきている。一般の利用について大きな影響はない。

【　R2年度】
新型コロナウイルス拡大の為、来島自粛などの行動制限があり、修学旅行は全てキャンセルなった。一般旅行客についても同じく大幅減
になった。村内イベントについては開催中止となっている。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）



実　績

目　標

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

・実施設計の実施完了
・設備工事の実施完了

実　績 完了

目　標 実施

実　績

実　績

目　標

防犯カメラの設置

目　標 一式

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

R３年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

実　績 一式

・実施設計の実施完了
・設備工事の実施完了

目　標 一式

実　績 一式

104.4%

うち
交付金充当額

25,484 25,484

執行状況の説明 当初の計画のとおり工事は滞りなく遂行できた。

事業期間中
の予算額
・執行額
【単位:千円】

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 合計

Ｂ．執行済額 31,856 31,856

Ａ．予算現額 30,519 30,519

執行率（％）(B/A) 104.4% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

事業内容 伊江村の玄関口であるはにくすに施設の防災設備の機能強化を行うことで、安心安全な施設環境の整備及び観光振興を図る。

実施方法 ■ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

令和 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ－１－（１）
3 3 該当箇所

担当部課名 商工観光課
事業実施
年度

令和 ～

市町村名 伊江村

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 伊江島はにくすに施設防災機能強化事業 沖縄２１世紀ビジョン 第３章－３－（２）－（エ）

基本計画該当箇所 観光客の受入体制の整備



今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【R5年度】
・年1回程度、職員による避難訓練を行う事で観光防災の意識を高める。

【R４年度】
・施設を整備したことで消火設備が認識しやすくなった。

【R４年度】
・年1回程度、職員による避難訓練を行う事で観光防災の意識を高める。

状
況
説
明

【R4年度】
・整備した消防設備等を施設の職員と操作方法についての講習や避難訓練を実施した。

【　年度】
・

【　年度】
・

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

■ 中期にわたる事業効果 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

1

実　績 1

R4年度
□ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

整備した防災設備を活用した、防災訓練（1回以上/年）を
実施することにより、本事業の在り方について検証する。

目　標 1



目　標

実　績

6件

実　績 5件

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

備品購入完了

目　標 100%

実　績 100%

スポーツ合宿誘致件数6件

目　標

目　標

実　績

実　績

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

備品購入

目　標
備品購入
完了

実　績
備品購入
完了

目　標

41,557

執行率（％）(B/A) 98.8% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 98.8%

執行状況の説明 予算の範囲内で適正な事業執行ができた。

事業期間中
の予算額
・執行額
【単位:千円】

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 合計

Ａ．予算現額 52,580 52,580

Ｂ．執行済額 51,947 51,947

うち
交付金充当額

41,557

事業内容 体育施設の備品購入による機能強化を行うことで、スポーツ合宿の誘致を図る。

実施方法 ■ 直接実施 □ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

Ⅲ－１－（１）
3 3 該当箇所

市町村名 伊江村

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 伊江村屋内体育施設機能強化事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－２－（１）－（イ）

「スポーツアイランド沖縄」の形成

担当部課名
伊江村教育委
員会

スポーツ推進室
事業実施
年度

令和 ～ 令和 年度 沖縄振興基本方針



今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【Ｒ４年度】
・今後も合宿の誘致を行い団体の施設使用を増やし、合宿時期が重複する可能性があるため、スケジュール管理を徹底する。

【　年度】
・

【　年度】
・

【Ｒ４年度】
・健康増進のため、村民の利用者も増えた。

【Ｒ４年度】
・合宿時期が重複する可能性があるため、スケジュール管理を徹底する。

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

R4年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

スポーツ合宿誘致件数6件

目　標 6件 6件

実　績 5件

目　標

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

状
況
説
明

【Ｒ４年度】
・高校生のスポーツ合宿からトップアスリート合宿の誘致を行い、５件の団体施設利用を実施した。

【　年度】
・

【　年度】
・

実　績



実　績

目　標

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

『伊是名牛助著「伊江島考察史」』の印刷製本

実　績
・印刷製本

目　標
・印刷製本

実　績

実　績

目　標

目　標

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

実　績
・原稿作成
・印刷製本

『伊是名牛助著「伊江島考察史」』の原稿執
筆、印刷製本

目　標
・原稿作成
・印刷製本

実　績

105.6%

うち
交付金充当額

11,642 11,642

執行状況の説明
・減額の要因は、印刷製本の入札残による減額、事務調整の回数減に伴う旅費の支出減によるものである。
・村単費により一般配布向けの増刷を実施。

事業期間中
の予算額
・執行額
【単位:千円】

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 合計

Ｂ．執行済額 14,552 14,552

Ａ．予算現額 13,784 13,784

執行率（％）(B/A) 105.6%

事業内容 『伊江島考察史』の印刷製本及び書籍刊行を行うことで、本村における歴史や文化の継承を図る。

実施方法 ■ 直接実施 □ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

令和 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ-３-（２）
3 3 該当箇所

担当部課名
伊江村教育委
員会

生涯学習課
事業実施
年度

令和 ～

市町村名 伊江村

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 伊江村歴史文化継承事業 沖縄２１世紀ビジョン 第３章‐１-（４）-（エ）

基本計画該当箇所 文化の発信・交流



今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【R4年度】
・これまで本事業や編さんを行うに事前に収集した資料等を活用し、展示会や講演会を実施し、多くの村民・県民に伊江村の歴史・文化を発信する。

【R4年度】
・書籍利用者に対するアンケートについて、「伊江村の歴史・文化への理解
度が深まったか」という質問に対し、目標値が若干上回り、本事業は一定の
成果があったものもと思慮する。

【R4年度】
・村内の諸機関（自治会、学校）や県内の図書館、博物館等へ配布し、村
内外の多くの方々が閲覧できるよう取り組んだ。

状
況
説
明

【R4年度】
・本村の歴史・文化を継承・発信するため、戦前～戦後に書かれた歴史書『伊江島考察史』の現代語訳を行い、その解説編を含めて書籍
を発刊し、利用者に対してアンケートを実施した。「伊江村の歴史・文化への理解度が深まったか」という質問に対し、その理解度が83.3％
となり、目標を若干上回った。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

80.0%

実　績 83.3%

R４年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

書籍利用者に対してアンケート調査を実施し、本村の歴
史・文化への理解が深まったかなど、本事業の検証を行
う。

目　標 80.0%


